
青
少
年
の
健
や
か
な
育
成
と

地
域
の
交
流
を
深
め
よ
う

と
始
ま
っ
た
「
芸
術
の
森
地
区
音

楽
祭
」。
町
内
会
連
合
会
と
青
少

年
健
全
育
成
推
進
会
を
は
じ
め
と

し
た
地
域
の
協
力
に
よ
っ
て
、
毎

年
盛
大
に
開
か
れ
、
今
年
で
九
回

目
を
迎
え
ま
す
。

会
場
と
な
る
札
幌
芸
術
の
森
ア

ー
ト
ホ
ー
ル
は
、
札
幌
交
響
楽
団

の
練
習
場
所
と
し
て
使
わ
れ
て
お

り
、
音
響
や
照
明
の
設
備
が
と
て

も
充
実
し
て
い
ま
す
。

そ
の
機
器
を
操
作
す
る
の
は
、

「
常
盤
中
学
校
お
や
じ
の
会
」
の

お
父
さ
ん
た
ち
。
毎
年
の
経
験
の

積
み
重
ね
で
得
た
確
か
な
技
術
と

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
、
多
彩
な
ス
テ

ー
ジ
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

出
演
す
る
地
域
の
小
・
中
学
校

や
、
女
性
合
唱
団
、
老
人
ク
ラ
ブ

な
ど
幅
広
い
世
代
の
皆
さ
ん
は
、

ア
ー
ト
ホ
ー
ル
で
の
音
楽
会
を
楽

し
み
に
練
習
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
う
ち
あ
き
ら

実
行
委
員
の
一
人
、
古
内
昭
さ

ん
は
「
音
楽
祭
を
始
め
た
頃
は
、

途
中
で
帰
る
人
も
い
ま
し
た
が
、

今
で
は
み
ん
な
最
後
ま
で
聴
い
て

く
れ
ま
す
。
音
楽
へ
の
親
し
み
が

地
域
に
根
付
い
た
よ
う
に
感
じ
て

う
れ
し
い
で
す
。
音
楽
に
と
っ
て

も
地
域
に
と
っ
て
も
大
切
な
も
の

は
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
（
調
和
）
で
す

ね
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。昨

年
は
約
千
人
の
聴
衆
が
訪
れ
、

地
域
を
代
表
す
る
文
化
行
事
に
成

長
し
た
音
楽
祭
。
今
年
は
ど
ん
な

演
奏
を
聴
か
せ
て
く
れ
る
か
楽
し

み
で
す
。

芸
術
の
秋
。
地
域
手
作
り
の
音

楽
祭
を
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

豊
滝
小
学
校
の
児
童
と
地
域

住
民
が
、
札
幌
交
響
楽
団

と
音
楽
の
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
簾
舞
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
に
よ
る
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
交
流
事
業
」
と
、
同
楽
団
の

「
音
楽
創
造
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
よ
る
も
の
で
、
音
楽
を
通
じ
て

児
童
の
感
受
性
を
豊
か
に
す
る
こ

と
と
、
地
域
が
交
流
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

前
半
は
、
児
童
と
楽
団
員
が
、

手
拍
子
を
使
っ
た
リ
ズ
ム
遊
び
や
、

カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
や
ハ
ン
ド
ベ
ル
を

使
っ
て
音
楽
を
作
る
ゲ
ー
ム
な
ど

を
楽
し
み
ま
し
た
。
後
半
は
、
楽

団
員
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
、

大
人
も
子
ど
も
も
間
近
で
聴
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

芸術の森地区音楽祭
１１月２８日

このような音楽とのふれあいも・・・

音楽創造体験プログラムと演奏会のひととき
６月１８日

芸術の
森地区

�いろいろな音色があるんだね

「おやじの会」も大活躍！�

昨年のアルバムから

�音楽祭の横断幕は地域
の書道家の作品です

第９回 芸術の森地区音楽祭
日時 平成１６年（２００４年）１１月２８日�

午後１時３０分～４時（開場午後１時）

会場 札幌芸術の森アートホール

（南区芸術の森２丁目７５番地）

詳細 常盤中学校（�５９１‐１４３３）

簾 舞
地 区


